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第 1 章 地震対応の概要 

 

 
 

鳥取県中部地震は平成２８年１０月２１日、金曜日１４：０７に鳥取県の中部を震源として

発生した地震である。地震の規模はＭ6.6 で震源の深さは１１ｋｍ、最大震度６弱を倉吉市、

湯梨浜町、北栄町で観測した。 

 

■日本海新聞掲載記事  平成２８年１０月２２日（土） 1面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生病院周辺の被災状況（防災ヘリから撮影） 

（Ｃ）新日本海新聞社 無断複製・転載を禁じます。 

鳥取県中部地震の概要 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

■日本海新聞掲載記事  平成２８年１０月２２日(土) 1面 

 

 

 

 

（Ｃ）新日本海新聞社 無断複製・転載を禁じます。 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

■日本海新聞掲載記事  上：平成２８年１０月２２日(土)２５面、 下：平成２８年１０月２３日(日)6面 

（Ｃ）新日本海新聞社 無断複製・転載を禁じます。 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

■日本海新聞掲載記事  平成２８年１０月２３日（日） 1面 

（Ｃ）新日本海新聞社 無断複製・転載を禁じます。 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

■山陰中央新報掲載記事  平成２８年１０月２４日（月） 

知事視察（北栄町西園）           倉吉市・赤瓦周辺     

（写真提供：鳥取県庁） 

 

 
■周辺の被災状況 

（Ｃ）山陰中央新報社 無断複製・転載を禁じます。 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

 

Ⅰ．各部署の状況と対応  

 

  

 

 
❶ 外 来  

発災直後、外来では内科、神経内科、小児科、産婦人科が業務を行っていた。 

電子カルテが使用不能となり、外来患者の診察は一旦中断された。 

その間、看護師はトイレ内の患者の有無なども含め、状況を確認後、患者を正面

玄関前へ避難させた。職員は自発的に玄関周囲の長いすを患者待機場所に搬送

し、その後、患者の保温のため、毛布を外来周辺から運んだ。 

診察を待っていた患者の中に処方箋作成が必要であった患者はなかった。院外

処方を発行していた患者の中には、院内処方での対応に変更した患者がいた。外

来の患者は玄関前に待機後、帰宅した。 

 

 

❷ 会 計  
発生時会計待ちの患者には、後日の支払いを指示し帰宅させた。診察を中断さ

れた患者に対しても同様の対応とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

外来は診察を中断 北玄関「閉鎖中」の表示 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

 

 
❸ 中央放射線室 

中央放射線室のMRI室は工事中であった。揺れによりMRI室外に粉塵が流出し

た。MRI車両が建物外に駐車しており、建物との連絡通路が破損し、一時 MRIの使

用が不可能となった。 

中央放射線室では、３名の患者が治療中であった。血管造影室では下肢動脈血

管拡張術施行中の患者がいた。モニター類の電源が遮断されたため、室外の移動

用モニターを持ち込み装着した。赤色灯のみの明るさであったため、懐中電灯で照ら

しながら、シースの抜去と止血操作を行った。患者を１階中央処置室にストレッチャー

で搬送し、待機した後に、担架で３階病棟へ搬送した。透視室③には内視鏡的大腸

ポリープ切除術がほぼ終了した患者がいた。停電のため内視鏡画像モニター、Ｘ線

透視は使用できなかった。大腸ファイバーを慎重に抜去した。患者を正面玄関前に避

難させた。透視室⑦には気管支鏡検査施行直前の患者がいた。施行を中止し、近く

の避難路から屋外へ出て待機した。その後、正面玄関へ移動した。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

❹ 検査室 
検査室では、脳波測定中の患者１名がいたがパニックはなかった。 

 

❺ 理学療法室 

理学療法室では５名の患者がリハビリ中であった。理学療法士が患者を北玄関か

ら建物外へ避難させ、その後、正面玄関へ患者を誘導し待機させた。 

MRI 車両と連絡通路 
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第 1 章 地震対応の概要 

 

 

 

❻ 手術室 

手術室では全身麻酔下に手術中の患者がいた（上皮小体摘出術）。摘出操作は

中止し、閉創、麻酔から覚醒させた。気管チューブ抜去後、同じ階（3Ｆ）の ICUへ移動

した。 

手術室内での照明、医療用ガス、吸引については問題は生じなかった。断水状態が

続いていたが、緊急手術を施行できる機能は維持されていた。 

 

❼ 分娩室 

分娩室で分娩監視中の患者が１名いた。家族が周囲におり、揺れの後は、家族が

患者を取り囲むように保護した。 

発災から約３０分間は病棟地下から4階までの赤電源が使用不能となったため、分

娩エリア入口の電気キーが作動しなかった。ドアを開放のままとして対応した。 

余震が続く中、院外からの紹介１名を含め翌日まで５名の出産管理を問題なく行った。 

 

❽ 透析室 
発災時に透析中の患者はなかった。断水、水の濁りにより血液透析の施行はできな

いと判断した。 

 

❾ 病 棟 

発災当日の入院患者は、２２０名（稼働率 73.3％）であった。病棟では、患者の転

倒１名、点滴台の転倒、本棚からの物品落下などが発生したが、患者と職員に受傷者

はなかった。避難に備え、患者を談話室に集合させた病棟もあった。 

強い余震に備えて、静脈ラインをヘパリン生食でフラッシュしてロックする指示がで

た患者がいた。 

2Ｆにはベビーが１０人以上おり、新生児避難具（レスキューママ）を使用し避難に備

えた。 

 
❿ エレベーター 
エレベーター内での被災が 2件あった。使用中のエレベーターは業務用の２基であ

った。ヘリポート、感染病棟、霊安室へ通じる右側のエレベーターは、4Ｆから 1Ｆへ下降

していた。4Ｆの入院患者（78歳男性､骨格筋融解症、腎不全）の状態が悪化し、精

査のため CT室に行く途中であった。患者はベッドに仰臥位でおり、酸素マスクを装着
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第 1 章 地震対応の概要 

 

 

し、カテコラミンの持続点滴中で、主治医と看護師２名の計３名が付き添っていた。2Ｆ

と 3Ｆの間で揺れが起こり、エレベーターは一旦停止、2Ｆへ自動的に下降しドアが開

き患者は 2Ｆ病棟へ収容された。患者はその後、担架で 4Ｆへ戻り、全身状態に問題は

生じなかった。 

向かって左側のエレベーターは、1Ｆから６Ｆに上昇していた。6Ｆ入院中の患者（８４

歳男性、うっ血性心不全）は売店で買い物をして病棟に戻る途中であった。車椅子に

座り、酸素や静脈ラインはなく、看護師１名が付き添っていた。2Ｆと３Ｆの間で揺れが起

こり、エレベーターが止まり動かなくなった。看護師が非常用ボタンを押して、4Ｆ事務

室職員とすぐに連絡をとることが出来た。エレベーター管理会社職員が来院し、発災

から１時間８分後（15:15）に、エレベーターは 2Ｆへ下降し患者は 2Ｆ病棟へ収容され

た。患者はその後、担架で 6Ｆへ戻り、全身状態に問題はなかった。 

 

⓫ 厨 房 
厨房内は、強い揺れの後に照明が消え、バッテリー作動の非常灯が点灯した。加熱

調理器を使用していない時間帯であったため、火傷などの外傷者はなく、火災の発生

も無かった。照明が殆どない状態であり、職員は1Ｆ駐車場付近に避難した。数人で地

下の安全を確認した後に､夕食は非常食で提供することを決定し、地下で業務を行っ

た。 

 

⓬ ボイラー室 
ボイラー室では２名業務中であった。停電後も非常灯下でモニター類を見ながら業

務を続行した。 

 

⓭ 保育室 
保育室には１５名の小児と６名の保育士がいて昼寝中であった。部屋の中央に集ま

り待機した。その後、本院職員の指示に従って建物外へ一旦避難した（深田公園）。そ

の後、理学療法室へ移動し親の到着を待って待機した。 

 

⓮ 図書室 
図書室には患者１名がいたが、比較的落ち着いておられた。職員が病棟に送り届け、

看護師が付き添って病室に帰室した。 

 

⓯ 清掃業者 
 正面玄関先に避難した。院内に戻って、通常の廃棄物収集を行い帰宅した。翌日か

らは、通常の業務を継続できた。 
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